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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

現在、本村の運動部活動は、軟式野球部、

サッカー部、ハンドボール部、ソフトテニス部、バ

レー部、男子バスケットボール部、女子バスケット

ボール部、卓球部、剣道部、柔道部が活動して

いる。

少子化に伴い、団体競技である軟式野球に

ついては、近隣市の中学校と合同チームによる

活動が行われており、昨今の出生者数を見ると

軟式野球部はもとより、団体スポーツの将来的

な存続は難しいものと考えている。

これらのことから、令和5年12月に部活動地

域移行方針が示され、本村では既存部活動の

地域移行を進めるとともに、これまでの部活動に

はなかった種目の新たなクラブを発足させ、生徒

の選択肢が拡大するような地域移行を進めてい

く。

しかしながら、長年にわたり部活動は、学校

教育の一環で運営するものという考えが生徒、

保護者、地域に根付いているため、今後、地域

移行を進めるにあたっては、部活動が教育課程

以外のものであることを関係者に認識させること、

また、本村は小規模自治体であることから、行政、

学校、地域を調整するコーディネーターやクラブ

指導者の掘り起こしや確保について大きな課題

であると考えている。

面積 66.61 k㎡

人口 14,121 人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 274 人

部活動数 13 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済
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主な取組

2.実証内容と成果①

美浦村公認地域クラブ位置付け

美浦村公認地域クラブ

令和６年３月に開催された、第４回部活動在り方検討委員会に於いて、「美浦村公認地域クラブ制度」を推進して、部活動
の受け皿となり得る、団体を育成・支援をすることした。
「美浦村公認地域クラブ認定要綱」に基づき、公認地域クラブの認定を行い、認定を受けた地域クラブが、単位クラブで掲げた活

動方針のもと、児童生徒にスポーツや文化活動の新たな機会を提供する。
村としては、この認定した地域クラブが円滑にクラブ運営が図れるよう、社会教育施設や体育施設の使用料を減免するなど、単

位クラブの円滑な運営を支援し、持続可能な地域クラブの育成を目指す。

学校部活動 地域クラブ クラブチーム（民間）

参加形態 学校単位 地域単位 自由選択

目 的
・学校教育活動の一環
・学習意欲の向上、連帯感の涵養等
・技術向上

・社会教育活動の一環
・持続可能なスポーツ・文化活動の展開
・専門性のある指導による技術向上

専門性のある指導による技術向上
※クラブの方針により多様な目的設定

費 用
費用負担：小
公費＋保護者会費
※学校や部の実情により差がある

費用負担：中
受益者負担（R6、7は公費で一部負担）
2,000円～5,000円/月 を想定

費用負担：大
受益者負担
1万円程度/月 が多い

保 険 スポーツ振興センター給付金（920円） スポーツ安全保険（800円） クラブ指定の保険

指導者
教員が中心
※競技経験、指導経験の有無に無関係

地域のスポーツ少年団等の地域人材
※競技経験、指導経験を有する指導者

専門的なスキルを有する指導者

指導資格
教員免許または競技経験者、指導経験者 競技経験者、指導経験者の中で中学生の健全

育成に努める者 ※必要な研修を受けた者
各クラブ規定による
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果②

●運営体制図（美浦村における推進体制図）

●組織内での役割分担

◉教育委員会

＜生涯学習課＞

・全体マネジメント ・事業（公認地域クラブ）の計画、運営及び総合的な管理

＜指導室＞

・部活動運営方針の改訂支援 ・計画及び運営に対する指導助言

◉首長部局

＜総務課＞

地域住民への広報

令和６年３月 第4回 部活動在り方検討委員会

令和６年４月 スポ少等の地域団体調整

令和６年５月
〃

美浦村公認地域クラブ募集

令和６年６月
美浦村公認地域クラブ募集
美浦村公認地域クラブ申請・認定

令和６年７月
美浦村公認地域クラブ募集
美浦村公認地域クラブ申請・認定

令和６年８月
美浦村公認地域クラブ活動開始
第5回 部活動在り方検討委員会

令和６年11月 指導者安全管理講習会

令和７年３月 第６回 部活動在り方検討委員会

美浦村教育委員会
指導室・生涯学習課

・全体のマネジメント
・事業の計画、運営
総合的な管理

・実施状況の確認
・事業の改善、問題対
策の検討

美浦中学校
・活動場所の提供
・教職員の勤務時間
調査、意識調査
・生徒、保護者への
周知
・部活動の実態把握
・中体連との調整
・平日における部活動
の実施

【運営】

美浦村部活動在り方検討委員会
事務局

（兼美浦村地域クラブ活動運営
事務局）

・地域コーディネータを配置

・会計管理・連絡体制
・指導者のコンプライアンス
研修の実施
・学校及び地域クラブとの連
絡調整

【実施主体】美浦村公認地域クラブ
スポーツ少年団・スポーツ協会・文化協会・地域民

間団体
・休日クラブ活動の実施
・生徒の安全管理
・クラブ活動実績の報告
・指導者研修会等への参加
・保護者との連絡体制

美浦村部活動在り方検討委員会
・地域移行推進方針決定
・地域移行の進捗及び課題整理

生徒

設置

連絡調整

参加
自由に選択

連絡調整

クラブ申請
クラブ認定
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美浦村公認地域クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果③

①全体に関すること

中学校数 １ 校 実施した地域クラブ総数 ７ クラブ

ケース別クラブ数

A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １ クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ６ クラブ

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加
方法

美浦ホースク
ラブ

公認地
域クラブ

乗馬等
毎週土曜日
30回

9時～
12時

小学生10名
中学生２名

令和６年
８月～

村内乗馬
施設

８ 人 ８人
月会費 5,000円
年会費 3,000円 クラブ参加

美浦フィッシ
ングクラブ

公認地
域クラブ

釣り
隔週土曜日
10回

9時～
12時

小学生８名
中学生２名

令和６年
８月～

霞ヶ浦湖
岸

８ 人 ８人
月会費 5,000円
年会費 3,000円

美浦フリース
ケートクラブ

公認地
域クラブ

フリースケート
毎週土曜日
30回

9時～
12時

小学生８名
中学生２名

令和６年
８月～

安中多目
的施設

８ 人 ８人
月会費 5,000円
年会費 3,000円 クラブ参加

美浦バレー
ブールクラブ

公認地
域クラブ

女子バレー ０回
9時～
12時

応募者なし
令和６年
８月～

農林漁業
者ＴＣ

３ 人 ３人
月会費 5,000円
年会費 3,000円

部活で中
体連

硬式野球ク
ラブ美浦

公認地
域クラブ

硬式野球
隔週土曜日
10回

18時～
21時

小学生5名
令和６年
８月～

晴天スタ
ジアム

７ 人 ８人 月会費 2,000円
教室のた
め不参加

美浦ゴルフク
ラブ

公認地
域クラブ

ゴルフ 0回
18時～
21時

応募者なし
令和６年
８月～

打ちっぱ ３人 3人
月会費 5,000円
年会費 3,000円

ジョイすぽ
公認地
域クラブ

総合スポーツ 0回
9時～
12時

応募者なし
令和６年
８月～

美浦中学
校

５ 人 ６人
月会費 5,000円
年会費 3,000円
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

●今後に向けて

学校部活動にない地域クラブについては、6団体発

足することができ、当初の目標値を2団体としていたこと

から、目標値を大きく上回ることができた。

コーディネーターの配置も、現職の社会教育指導員

（会計年度任用職員）の勤務日数を増やすなどして、

適任者を配置させることができた。

その一方で既存部活動の移行を円滑に進めることが

できなかった。

既存部活動の受け皿に想定していたスポーツ少年団

等が、本村が推進する公認地域クラブにマッチすること

ができなかったことが、1番の要因としてあげられる。

また、令和7年8月までは既存部活動が土日のどちら

かを活動日としていることから、地域クラブの土日の活

動日が重複しまうことや、重複しなくてもオーバーワーク

になることが懸念されるなど、生徒たちが敬遠するような

状態となっている。

学校部活動にない公認地域クラブについては、目標を大きく上回り、また、地域人材

や資源を活用したクラブが発足したことは高く評価できるものと考える。

目標を大きく上回った要因としては、コーディネーターとして配置した、現職の社会教育

指導員（会計年度任用職員）が中心となり、スポーツ少年団等との団体調整が図れた

ことが挙げられる。

しかしながら、部活動の地域移行で最も重要視されている、既存部活動の移行がほ

ぼ進捗していない状況については、早期に改善策を検討する必要がある。

学校部活動にない公認地域クラブについては、これまで同様に推進して、各種スポー

ツクラブが立ち上がるよう、団体の育成支援に引き続き取り組んでいく。

既存部活動については、令和7年8月以降にスムーズに土日の活動が移行できるよう

に、学校と連携をこれまで以上に強化していかなければならない。

また、受け皿となり得るスポーツ少年団等ともコーディネーターを中心に対話を重ね、不

安要素をひとつひとつ排除するなど、単位少年団に寄り添うとともに、スポーツ少年団本部

としても地域移行に取り組む体制の整備を図る。
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2.実証内容と成果②

【生徒への参加啓発チラシ】

参考資料

出典: 美浦村教育委員会 生涯学習課

広報資料
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美浦村公認地域クラブ紹介 美浦ホースクラブ 1/3

2.実証内容と成果③

本村の地域の特性（競走馬の里）を生かしたクラブとして、

乗馬に特化したクラブの立ち上げに取り組んだ。

JRA美浦トレーニング・センターが運営している乗馬クラブとの

連携を模索したが、新たな生徒の受入は困難であるとのことから、

村内にある乗馬施設と協議を重ねた結果、乗馬に特化したもの

ではなく、馬との共生をテーマとするクラブを立ち上げすることがで

きた。

馬を通した青少年育成を目標としているが、最終的には競走

馬産業に従事する人を養成し、競走馬産業の活性化を目指し

て、活動を開始させた。

現在は小学生から大人まで約20名のクラブ員が毎週土曜日

に活動し、JRAの現役ジョッキーや装蹄師、獣医師さんなど馬に

関わる、その道のスペシャリストから普通の乗馬クラブでは学ぶこと

ができないことを体験している。

中学生については2名の所属となっているが、問い合わせも多

いことから今後は増加することを見込んでいる。

美浦ホースクラブ

馬具の学習

にんじんの収穫体験

にんじん栽培 馬耕訓練

美浦村に住んでいるが、馬に触れ合える場所がなかった。

乗馬クラブだと乗馬がメインになるが、このクラブでは現役の騎手などから

学ぶことができるので、入会して良かったです。

高校に入学しても続けていこうと思います。

参加生徒の感想（中学生）
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美浦村公認地域クラブ紹介 美浦ホースクラブ 2/3

2.実証内容と成果④

出典：週刊ギャロップ9月1日号（2024.8.26発行）
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美浦村公認地域クラブ紹介 美浦ホースクラブ 3/3

2.実証内容と成果⑤

出典：週刊ギャロップ9月号（2024.8.26発行）
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美浦村公認地域クラブ紹介 美浦フィッシングクラブ 1/2

2.実証内容と成果⑥

本村の地域の特性（霞ヶ浦）を生かしたクラブとして、霞ケ浦での釣り

に特化したクラブの立ち上げに取り組んだ。

美浦村には滋賀県の琵琶湖に次いで2番目の面積を有する霞ヶ浦に

面している。しかしながら霞ヶ浦で釣りをする地元の児童生徒は非常に少

なく、霞ケ浦に行ったこともない児童たちが増加している。

この状況に危機感を感じている村地域おこし協力隊員でブラックバスの

フィッシングプロに村川氏が部活動の地域移行の流れの中、これを絶好の

機会ととらえ、フィッシングクラブの立ち上げを行政と共に模索した。村川氏

を中心とした釣り仲間から共感を得て、安全対策に十分な指導陣を確

保できたことから、霞ケ浦との共生をテーマとする釣りクラブを立ち上げする

ことができた。

釣りを通した青少年育成を目標としているが、霞ケ浦などの村特有の地

域資源を再認識させ、村への愛着や誇りを醸成することを目指して、活

動を開始させた。

現在は児童生徒15名のクラブ員が隔週土曜日に活動し、バスフィッシ

ングプロなどから釣り全般にわたり学んでいる。

中学生については2名の所属となっているが、問い合わせも多いことから

今後は増加することを見込んでいる。

美浦フィッシングクラブ

中学校3年生でサッカー部に所属しています。

平日は部活動、土曜日はフィッシングクラブで活動しています。

釣りが好きなので、とても楽しく活動しています。

活動場所も村内で自転車で移動できるので、参加しやすく、高校に

入学しても継続したいです。

参加者の感想（中学生）
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美浦村公認地域クラブ紹介 美浦フィッシングクラブ 2/2

2.実証内容と成果⑦

出典：教育新聞（2024.10.7）
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

＜目 標＞
・令和７年度末までに休日の部活動に関わる「教職員」をゼロにする。
・令和７年度末までに令和５年度当初にない部活動種目の地域クラブを二つ以上発足させる。

＜ロードマップ＞



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

茨城県 阿見町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

茨城県阿見町

029-888-2526

教育委員会生涯学習課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

阿見町では3中学校（阿見・朝日・竹来）

あるが、生徒数や部活動の部員数に差が出て

いる。近年は部員数の不足により、朝日中学校

では野球部の休部、竹来中学校ではバスケット

ボール部が廃部、サッカー部の合同部活動化

（他市町村と）となっている。また、競技経験の

ない教員が顧問となっている部活動もあり、学校

部活動だけでは生徒がスポーツに取り組む持続

的な環境を維持することが難しくなっている。

令和5年度に教員、生徒、保護者に実施した

アンケートでは、51％の教員が地域移行した場

合、土日の指導を他の指導者に任せたいといっ

た結果や、生徒・保護者では部活動に入った目

的が友達と楽しく活動するため、地域クラブ活動

に求めるものはより専門的な指導といった回答が

共通して多く見られた。

グラフ等データ
※出典も要記載

面積 71.40 k㎡

人口 50,317人

公立中学校数 3校

公立中学校生徒数 1,184 人

部活動数 32 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済み

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済み

出典：令和5年度学校部活動現状調査 (生徒アンケート）

出典：令和5年度学校部活動現状調査
(学校教職員アンケート）
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・地域クラブの運営（活動・会員管理、指導者調整、指導者謝礼支払い等）

・部活動地域移行に関する検討

・学校との連携

・関係団体との連携・連絡調整

◉首長部局

・政策・予算に関する調整

令和6年5月
教員向け説明動画・資料
町内小中学校配布

令和6年7月
兼職兼業教員希望者向け説明会
の実施

第1回検討委員会の開催

令和6年8月 保護者説明会の開催

令和6年9月 第2回検討委員会の開催

令和6年10月
地域クラブ活動（陸上競技）の
活動開始

令和7年2月
地域クラブ活動（バレーボール・弓
道）の活動開始

第3回検討委員会の開催

令和7年3月
地域クラブ活動の継続
（陸上競技・バレーボール・弓道）

次年度に向けた準備・調整
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 3校 実施した地域クラブ総数 3クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 3 クラブ（8 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 0 クラブ

全体の指導者数 16人 全体の運営スタッフ数 3 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目 実施回数
実施
時間帯

参加者
（学年別）

実施期間
活動
場所

指導者
数

運営
スタッフ数

会費
大会参加
方法

阿見町
地域クラブ
（仮称）

教育
委員会
直営

・陸上競技
・バレーボール
・弓道

・陸上競技・
バレーボール：
週 1 回

・弓道：月１
回

・陸上競技：
土曜日午前

・バレーボール：
土曜日
または
日曜日午前

・弓道：
土曜日午後
または
日曜日午前

・1年生：63人
・2年生：49人
・3年生：4人

令和６年
10月～

町内
中学校

16人 3人 なし
中体連・その他
：部活動
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

・陸上競技
・バレーボール
・弓道

運営団体名 阿見町教育委員会生涯学習課

期間と日数

・陸上競技：令和6年10月26日～
月4回程度

・バレーボール：令和7年２月8日～
月4回程度

・弓道：令和7年２月8日～
月1回程度

指導者の主な属性
小中学校教員、町職員、大学生、
町内在住・在勤者

活動場所 阿見中学校、朝日中学校、竹来中学校

主な移動手段 徒歩、自転車、保護者送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

なし（教育委員会負担）

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●阿見町地域クラブ（仮称）活動概要

●統括責任者（阿見町教育委員会生涯学習課）

役割：活動における管理者として、学校、保護者との連携を行う

●指導者 16名

役割：活動における主任者として、生徒への指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

阿
見
町
教
育
委
員
会

阿
見
町
地
域
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）

阿
見
中
学
校

陸上競技

バレーボール

弓道

朝
日
中
学
校

竹
来
中
学
校

直営
参加

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者謝金の支払い
・保険加入
・連絡体制
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組 地域クラブの体制整備・活動開始

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

〇指導者の確保

・課題：モデル事業を実施した結果、指導者の確保が大きな

課題となった。指導者の負担をなるべく少なくし持続

可能な活動とするためにはより多くの指導者が必要となる。

特に各学校を会場として活動を行う場合、１か所で活動

する種目と比較し、倍以上の指導者が必要となる。

・対応方針：チラシ配布やその他広報媒体（町広報紙・

ホームページ・メール）での継続的な指導者募集

現役大学生へのアプローチ

〇学校との連携

・課題・対応方針：現行部活動とのスケジュール調整をより密にし、

円滑な地域移行を進める。また、学校施設の

鍵の管理について、今後検討・協議を行う。

部活動地域検討委員会の設置や指導者の募集、モデル事業の実施を

通して、阿見町における地域クラブの体制を整備し、活動を開始する。

モデル事業の取り組みにより判明した課題を踏まえ、令和7年度以降の

地域移行に関する検討や更なる地域移行の拡大を目指す。

取組の成果

〇部活動移行検討委員会の設置・開催（年３回）

〇指導者募集の取り組み

・教員向け説明動画の配信、兼職兼業教員希望者向け説明会の実施

：兼職教員4名

・町内での指導者募集（メール、ホームページ、チラシ配布）：採用者6名

・大学生への指導者協力依頼：4名

〇モデル事業の実施（地域クラブ活動開始）

・講座型地域移行：陸上競技

・拠点校地域移行：女子バレーボール

・各学校・各種目地域移行：弓道

上記取り組みを実施し、地域クラブが活動するに当たっての体制整備を行い、

活動を開始することができた。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

上記、成果の評価に挙げた「指導者の確保」が今後の重要な取り組み課題となる。

今年度はモデル事業３種目（陸上競技、バレーボール、弓道）の指導者確保に

取り組んだが、今後は指導者募集の枠を拡大し、地域移行種目の増加を目指す。

地域移行種目の増加については、今年度、異なるパターンで3種目実施した成果・

課題を活かし、各種目の状況に合わせたパターン設定・移行方策を検討し順次

実施する。

●今後に向けて

今年度は地域クラブの開始に向けた体制整備、

活動開始に重点を置き取り組んだ。

成果として、以下の事項が挙げられる。

・部活動地域移行検討委員会の設置・開催による

関係者間での協議・意見交換の実施

・教員向け説明動画・資料の配信、保護者説明会

の開催による地域移行・地域クラブの周知・理解

促進

・兼職兼業教員希望者向け説明会、町内での

チラシ配布や大学生へのアプローチによる指導者

募集・採用

・地域クラブ活動開始（陸上競技、女子バレー

ボール、弓道）

一方、課題としては以下の事項が挙げられる。

・より多くの指導者確保

・学校との連携（スケジュール調整・共有、施設

管理）

今年度の取り組みの結果、阿見町として地域クラブをスタートできたことは大きな成果

である。

今年度は３種目をモデル事業と定め、種目の特性に合わせ、「誰でも参加できる

講座型地域移行：陸上競技」、「拠点校を設定し合同練習を開催する拠点校

地域移行：バレーボール」、「各中学校に指導者を派遣する各学校・各種目地域

移行：弓道」と異なる3パターンで活動を実施した。

その結果、３パターンともメリット・デメリットがあることが確認できたが、3パターンに共通

して挙げられる課題は指導者の確保であった。パターン・種目によって必要な指導者数

は異なるが、指導者が必要数に満たず活動が中々スタートできない種目もあった。
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2.実証内容と成果②

【指導者募集チラシ】

参考資料

指導者募集のため、以下のチラシを町内全世帯へ配布したほか、

町ホームページに掲載した。

地域移行・地域クラブについての周知や理解促進のため、保護者向け

説明会を実施した。（欠席者向けに説明動画の配信や内容を一部修正

した資料を町ホームページへ掲載）

出典:阿見町地域クラブ活動指導者募集チラシ 出典:阿見町部活動地域移行保護者説明会資料

【保護者説明会資料（一部抜粋）】

広報資料
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果③

【地域クラブ（バレーボール）の様子】

【地域クラブ（弓道）の様子】

【地域クラブ（陸上競技）の様子】

【地域クラブ（弓道）の様子】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

町教育委員会、学校

●経過

令和５年度より地域移行に関する具体的な検討を開始し、

生徒・保護者・教員向けアンケート実施による意識調査、

休日部活動の現地調査による実態調査を行い、町地域移行

方針案を策定した。

令和６年度は学校、スポーツ・文化団体、保護者、教育

委員会等で組織する検討委員会を設置し、町地域移行方針

案や令和６年度モデル事業、令和７年度以降の方策に

ついて、協議した。

また、教員向け説明動画の配信や兼職兼業教員希望者

向け説明会、保護者説明会を開催し、関係者へ地域移行・

地域クラブの周知や理解促進を図った。

令和5年

検討開始
部活動顧問との
調整、生徒・保護
者への説明

令和6年 令和7年

アンケート実施、
休日部活動
現地調査

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大

検討委員会の
設置、指導者の
調整

●実施内容

令和６年度はモデル事業として以下の３種目・パターンで地域

クラブ活動を実施した

・講座型地域移行：陸上競技

・拠点校地域移行：女子バレーボール

・各学校・各種目地域移行：弓道

●実施にあたって生じた課題

令和６年度モデル事業の実施に当たって、指導者を必要数

確保することに時間がかかり、指導者の確保が大きな課題

となった。

●今後の展開

令和７年度は令和６年度実施の３種目に加え、新たに

４種目程度追加し、地域クラブ活動の実施を目指す。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

出典:阿見町地域クラブ移行方針



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

茨城県 八千代町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

茨城県八千代町

０２９６-４８-２４６９

スポーツ振興課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

本町の中学校生徒数は、平成29年度の

637人から令和６年度の502人となり(減少率

21％)、少子化が進んでいる。さらに、５年後の

令和11年度の生徒数は468人となることが推

測されており(平成29年度比較減少率26％)、

今後も高い減少率で推移していくものと考えられ

る。

少子化は部活動の加入数にも影響しており、

令和６年度の１・２年生の加入状況を見ると、

全生徒数の80％の生徒が部活動に参加してい

るものの、全体数が少ないことから、一部の団体

種目においては学校単位でのチーム編成がすで

に困難になっているといえる。またチーム編成が困

難になりつつある種目が出てきていることや、一中

においては、生徒数の規模のわりに部活動の種

目が過多になっていることなどが課題となっている。

また、近年では学校外のスポーツクラブ・団体

等に所属する子どもが増加しているなど、子どもた

ちを取り巻く環境の変化やニーズの多様化が見ら

れ、特に部活動における団体種目のチーム編成

にも少なからず影響を及ぼしており、従来の枠組

みでの部活動の維持が一層難しくなっている状

況である。

面積 59 k㎡

人口 21,062 人

公立中学校数 ２ 校

公立中学校生徒数 502 人

部活動数 24 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・スポーツ振興課…部活動地域移行の主幹、八千代町中学校地域クラブ活動推進協
会事務局

◉首長部局

・財務課…予算措置

運営体制図

令和６年５月

第１回推進協会会議
推進協会設置
推進計画策定
運営方針決定
指導者募集要領要項決定

令和６年７月 指導者募集開始

令和６年11月
第２回推進協会会議
サッカークラブ発足決定

令和６年12月
保護者説明会
学校説明会
クラブ員募集

令和７年２月 サッカークラブ活動開始
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ２ 校 実施した地域クラブ総数 １ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １ クラブ（２ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 ３ 人 全体の運営スタッフ数 ８ 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付け

る

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間
活動場
所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

八千代サッカークラブ
行政機
関

サッカー 週 １ 回 午前中
１年生９人
２年生16人

令和７年
２月～

町内中
学校

３ 人
８ 人
（内、兼務８
人）

月会費 ０
円／
年会費 ０
円（など）

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●サッカークラブに地元出身の元Jリーガーを招いてのサッカー教室を実施
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー

運営団体名
八千代町中学校地域クラブ活動推進協
会

期間と日数
サッカー：２月11日 ～ ３月31日

月２回程度

指導者の主な属性 兼職兼業・地域おこし協力隊

活動場所 町内中学校

主な移動手段 自転車および送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

サッカー：０円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●八千代サッカークラブ 活動概要

●八千代町スポーツ振興課 ８ 名

役割：運営主体（推進協会）の事務を行う

●指導者 ３ 名

役割：クラブの指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

推進協会に所属しているスポーツ関係団体の代表、また学校関係者から意見をいただき、指導者人材バンクの充

実、また、指導者に兼職兼業の教員を含める形でサッカークラブの発足を行うことができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・推進計画、クラブ運営方針、指導者募集要項要領の作成

・学校やスポーツ関係団体との連絡調整

地域クラブの発足に際しては、指導者の確保、また、学校の協力が不可

欠であると感じている。今後とも関係団体と連携を取りながら、指導者の

確保を行い、指導者が確保できた種目から順次、学校との連絡調整を

行い、地域クラブへの移行を進めていく。

令和６年５月に八千代町中

学校地域クラブ活動推進協会

を設置し、八千代町中学校部

活動地域移行推進計画の策

定・地域クラブ運営方針および

指導者募集要領要項の決定

を行った。推進協会の委員には、

町スポーツ関係団体の代表お

よび町内中学校の校長、PTA

会長などが所属し、連携を図っ

ている。また、推進計画・運営

方針には地域クラブの要件、責

任の主体を明記している。
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取組内容

2.実証内容と成果

現在、指導者の募集を行い、人材

バンクの充実を図っている。募集に

あたっては、町ホームページへ掲載

のほか、スポーツ関係団体への協力

も依頼している。また兼職兼業の取

り組みとして、教員への説明会の実

施など、学校との連携も図っている。

本年度より指導者の募集を開始し、人材バンクに24名を登録することができた。教員や地域の指導者にも登録をいただき、その中でも登録の多かっ

たサッカーについて、地域クラブの発足を行うことができた。

24名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 0名

20代 ５名
30代 ３名

40代 ３名
50代 ９名

60代以上 ４名

人材バンクの年齢構成

・剣道

・サッカー

・柔道

・ソフトテニス

・卓球

・バスケ

・野球

・陸上

種目

・教員免許

・公認指導者ライセンス

・スタートコーチ

など

資格有無登録者属性

職業

・パート ２名

・自営業 １名

・公務員 12名

・教員 ３名

・会社員 ６名
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取組内容

2.実証内容と成果

関係団体との連携はもちろんのこと、部活動地域移行について見識がある外部人材を、地域おこし協力隊として任

用することで、スムーズに地域クラブの発足を行うことができた。

部活動地域移行を推進していくためには関係団体とのさらなる連携強化が必要となる。また地域クラブの増加に際しては、運営スタッフの人員不足も考

えられるため、ICTツールの活用など、効率的な運営方法を検討していく。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

推進協会には町スポーツ協会

会長、スポーツ少年団本部長、

スポーツ推進委員長、学校長

などが所属し、関係団体との

連携の強化を図っている。また

令和６年10月からは地域お

こし協力も活用し、部活動地

域移行への取り組みを行って

いる。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・サッカークラブの発足に際して、

サッカー部の保護者に対して説

明会を実施した。

参加人数 20 人 指導者数 3 人

属性 町内中学校サッカー部の保護者

具体的な内容

サッカークラブの概要説明
活動頻度について
運営体制について
会費の徴収について

関係者の声
地域クラブと学校部活動のすみわけについて
試合への参加は部活になるのか、地域クラブになるのか
送迎や当番の役割はどうなるのか

活動の詳細
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果

【サッカー教室の様子】 【紅白戦の様子】

【発足式及び講演会の様子】 【発足式及び講演会の様子】
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

茨城県 利根町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

茨城県北相馬郡利根町

0297-68-2211

生涯学習課 社会体育係
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

利根町は，茨城県の最南端に位置しており，

中学校数は利根中学校の1校のみとなっている。

町内唯一の中学校である利根中学校は，令

和６年度より全校生徒が300名を下回る中規

模校で10の運動部活動（軟式野球部，サッ

カー部，男子ソフトテニス部，女子ソフトテニス

部，卓球部，男子バスケットボール部，女子

バスケットボール部，バレー部，バドミントン部，

剣道部）と２つの文化部活動(吹奏楽部，美

術部)があり，現在の所すべての部活動に複数

顧問を配置し，活発に活動している。

現在の地域移行クラブでは，すべての部活動

を移行しており，月に2回の頻度で活動を行って

いる。また，活動をしない土日については，普段

の部活動として実施している。

今後も少子化による生徒数の減少が見込まれ

るため，生徒数に応じた部活動数の精選，指

導に不安を感じていたり，休日の指導を望まな

かったりする教員（働き方改革）への対応を含

めた部活動改革を推進する必要がある

面積 24.9k㎡

人口 15,470 人

公立中学校数 １校

公立中学校生徒数 281人

部活動数
12 部活

(運動部:10・
文化部:2)

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

策定済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

サッカー

卓球

吹奏楽

教員における兼職兼業希望者

希望しない

0

10

20

30

40

50

60

70

男 女

中学生 生徒数

1学年 2学年 3学年
令和６年度実施アンケートより
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・生涯学習課・・・部活動改革の主幹。中学校との連絡調整。指導者，参加者保護

者との事務連絡。予算等に係る事務。参加者，指導者募集の案内。保護者，中学

生，教員に対し説明会の開催。

令和６年５月 第１回検討委員会 開催

令和６年６月 生徒・保護者説明会 開催

令和６年７月 第２回検討委員会 開催

令和６年７月
地域クラブ活動「すぽかるとね」
活動開始(月２回)

令和６年11月 第３回検討委員会 開催

令和７年１月
次年度中学生生徒・保護者
説明会開催

令和７年２月
小学生児童・保護者 説明会
開催

令和７年２月 第４回検討委員会 開催

令和７年２月
令和６年度
地域クラブ活動終了
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 １校 実施した地域クラブ総数 12 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 11 クラブ (10部活)

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） １クラブ

全体の指導者数 13 人 全体の運営スタッフ数 ４人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加
方法

野球クラブ
教育委
員会

野球 月 ２ 回
AM8:30ー
11:30

1年：8人
2年：2人
3年：2人

R6,7月～
R7,2月

利根中学校
第２グラウンド

2 人
4 人
（内，兼務4人）

０円 なし

サッカークラブ
教育委
員会

サッカー
月 ２ 回

AM8:30ー
11:30

1年：4人
2年：4人
3年：0人

R6,7月～
R7,2月

利根中学校
第１グラウンド

1 人
4 人
（内，兼務4
人）

０円 なし

卓球クラブ
教育委
員会

卓球 月 ２ 回
AM8:30ー
11:30

1年：3人
2年：7人
3年：0人

R6,7月～
R7,2月

利根中学校
多目的室

1 人
4 人
（内，兼務4
人）

０円 なし
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加
方法

剣道クラブ
教育委
員会

剣道 月 ２ 回
AM8:30ー
11:30

1年：0人
2年：2人
3年：2人

R6,7月～
R7,2月

利根中学校
武道場

１ 人
4 人
（内，兼務4人）

０円 なし

バスケット
ボールクラブ
(男子)

教育委
員会

バスケット
ボール

月 ２ 回
AM8:30ー
11:30

1年：1人
2年：1人
3年：1人

R6,7月～
R7,2月

旧文小学校
体育館

１ 人
4 人
（内，兼務4人）

０円 なし

バスケット
ボールクラブ
(女子)

教育委
員会

バスケット
ボール 月 ２ 回

AM8:30ー
11:30

1年：2人
2年：2人
3年：2人

R6,7月～
R7,2月

旧文小学校
体育館

１ 人
4 人
（内，兼務4人） ０円 なし

バレーボール
クラブ

教育委
員会 バレーボール 月 ２ 回

AM8:30ー
11:30

1年：1人
2年：2人

3年：7人

R6,7月～
R7,2月

旧文間小学校
体育館

１ 人
4 人
（内，兼務4人） ０円 なし

バドミントンク
ラブ(男子)

教育委
員会 バレーボール 月 ２ 回

AM8:30ー
11:30

1年：2人
2年：0人
3年：1人

R6,7月～
R7,2月

利根小学校
体育館

１ 人
4 人
（内，兼務4人） ０円 なし

バドミントンク
ラブ(女子)

教育委
員会

バドミントン 月 ２ 回
AM8:30ー
11:30

1年：1人
2年：9人
3年：2人

R6,7月～
R7,2月

利根小学校
体育館

１ 人
4 人
（内，兼務4人） ０円 なし
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加
方法

ソフトテニスク
ラブ(男子)

教育委
員会

ソフトテニス 月 ２ 回
AM8:30ー
11:30

1年：1人
2年：6人
3年：0人

R6,7月～
R7,2月

利根中学校
庭球場

１ 人
(男女指
導)

4 人
（内，兼務4人）

０円 なし

ソフトテニスク
ラブ(女子)

教育委
員会

ソフトテニス 月 ２ 回
AM8:30ー
11:30

1年：3人
2年：6人
3年：0人

R6,7月～
R7,2月

利根小学校
庭球場

１ 人
(男女指
導)

4 人
（内，兼務4人）

０円 なし

身体つくりク
ラブ

教育委
員会

基礎トレーニ
ング(新)

月 ２ 回
AM8:30ー
11:30

1年：0人
2年：0人
3年：0人
参加者がい
ない為，バ
ドミントンと
合同で活動

R6,7月～
R7,2月

利根小学校
体育館

２ 人
4 人
（内，兼務4人）

０円 なし
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

野球・卓球・剣道

運営団体名 すぽかるとね(教育委員会)

期間と日数
野球・卓球・剣道：
7月13日 ～ 2月22日
月2回程度

指導者の主な属性
野球：地域指導者
卓球：兼職兼業教職員
剣道：日本ウェルネススポーツ大学生

活動場所
野球：利根中学校 第2グラウンド
卓球：利根中学校 多目的室
剣道：利根中学校 武道場

主な移動手段 自転車

１人あたりの参加会費
等（年額）

０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険

●野球・卓球・剣道クラブ 活動概要

●統括責任者

役割：活動における管理者として学校，保護者，指導者と連絡を行う

●主任指導者 野球：２ 名 卓球・剣道：１名

役割：活動における主任者として，生徒への指導を行う

●運営補助者 ３ 名

役割：活動において施設の管理，運営補助を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

〇クラブ参加者（生徒）及び指導者

（兼職兼業教員，地域指導者，日本

ウェルネススポーツ大学）に対して，事務

局（教育委員会）がリーバー（情報一

斉配信アプリ）やコミュニケーションアプリを

使用し，活動参加者数，活動の可否な

どの情報共有を行っている。

〇コーディネーターが定期的に活動現場を

見回りすることで，指導者や参加者の意

見や声を聴くことができる。

〇事務局(教育委員会)が参加者と指導者の間に入ることによって管理が行いやすい，情報共

有が行いやすくなった。

〇コミュニケーションアプリを導入することによって，指導者と参加者の出欠席・事務連絡を簡単

に行うことができるようになった。また，アプリを使うことで，参加者が事務局に意見や質問をしや

すい環境を作ることができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

【総括コーディネーター】

〇定期的に各クラブを巡回し参加者・指導者の活動内容の把握

〇検討委員会の調整等を実施し，関係団体との連携に努めた

〇学校，参加者，指導者への連絡調整を実施

〇参加者によっては，連絡がないことや当日の出欠席がないことがある。

〇当日，連絡のない欠席者は，事務局が電話連絡をして確認をして

いる現状がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

・兼職兼業教員の活用。
また，地域住民に募集を行い指導
者の確保を行っている。
・町内の日本ウェルネススポーツ大
学に通っており，高い技術と専門知
識を学んでいる学生を指導補助員
とすることで，クラブ参加者に専門
性的な技術や知識を使った指導補
助を行っている。

・休日の学校部活動から地域クラブ活動に移行するにあたり，部活動顧

問は3割弱のみ地域クラブでも指導したいという結果になった。

・地域クラブ活動で指導する指導者には，事前にコンプライアンス研修を

受講してもらい中学生に指導を行うことの責任感を意識してもらった。

・日本ウェルネススポーツ大学の学生が指導者として参加することで，専

門的な知識や高い技術を持って指導にあたってもらう。

13名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 ２名

20代 １名
30代 １名

40代 ４名
50代 ２名

60代以上 ３名

人材バンクの年齢構成

・野球 ・サッカー

・卓球 ・バドミントン

・バスケ ・バレー

・剣道 ・ソフトテニス

種目

・教員免許

・剣道3段

・軟式野球連盟審判員

・公認審判員1級

・健康運動指導士

・健康運動実践指導者

・スタートコーチ

資格有無登録者属性

職業

・会社員 8名

・学生 2名

・教員 2名

・主婦 1名

令和６年度に実施した教職員向けアンケートより
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取組内容

2.実証内容と成果

【コンプライアンス研修】

・対象・・・地域クラブ活動指導者

・目的・・・地域指導者が中学生に指導するにあたって，言葉遣いや行

動を改めて研修することで，ハラスメントにつながらないために実施した。

・工夫した点・・・指導資格を持っている指導者から経験者まで同じように

研修を受けることで，クラブごとに言葉遣いの差やハラスメントにつながらな

い行動の理解など指導者の意識の統一ができた。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

〇コンプライアンス研修を受講して，指導者として自覚のある行動が必要

だと感じられた。現代の指導方法と指導者が教わった指導では，かなりの

差があるため，一つの言動，行動がハラスメントにつながってしまわないよ

うに注意が必要だ。

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日： ７月 ２日

・開催回数： １ 回

・参加人数： 12 人(文化クラブ含む)

〇地域指導者が指導するにあたって，経験者と未経験者・有資格者と

無資格者での中学生に対する指導の差が発生しないように研修を実施

する必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

〇学校と連携して進めていくため，中学校校長

会やPTA連合会等において，本町の取組及び

今後の見通し等の説明を実施。

○指導者の派遣，施設の利用，研修教材の

提供・講師派遣などについて日本ウェルネススポー

ツ大学と連携。

〇中学校校長やPTA会長と連携し，学校の協力を求めることで，中学校の生徒に事前周知や

募集チラシの配布を行うだけでなく，全校集会で活動の周知をする機会を得た。

○地域のスポーツ団体の協力を得て，地域指導者の発掘・確保を行った。

○クラブが活動するときは，指導者の負担が増えない様に，会場の施錠，開場や参加者の出欠

確認などを行う運営補助員の配置を必須とし，その運営補助員を地域の関係団体等から派遣

することで，地域一体となって運動部活動の地域移行に向けた環境づくりを進めた。

○競技団体や総合型地域スポーツクラブ，民間事業者等の多様な団体に参画してもらう必要があるため，更なる連携強化を図る。

○運営の効率化を図るため，アプリを活用した参加者の参加確認の確保について検討する。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇利根町では，中学校にある部

活動(11部活動)＋町独自の活

動(身体つくり)を地域クラブ展開し，

参加者が好きな活動に参加できる

ように「すぽかるとね」として活動を

行った。

〇「すぽかるとね」は，大会参加を

目的としない参加者が初めてでも

楽しめるようにレクリエーション的な

活動を行った。

〇町内にある「日本ウェルネスス

ポーツ大学」と連携して活動に学

生を指導者として派遣してもらう等，

将来指導者を目指す学生に環境

の場を提供することができた。

参加人数 109 人 指導者数 15 人

属性 スポーツ

具体的な内容
〇休日における，スポーツ活動の実施。
(野球・サッカー・卓球・男女バドミントン・バレー・男女バスケ・男女ソフトテニス・剣道・身体つくり)
〇初心者でも参加できやすいように，レクリエーション的な活動を実施。

子供の声
〇部活動では，文化部だが「すぽかるとね」ではスポーツクラブに参加している。
〇体力・技術を向上することができた。
〇友達と楽しく参加することができた。

関係者の声
〇参加人数が少ない時もあったが，参加者が活動種目が好きなんだなってことがよくわかった。
〇活動から，子どもたちにスポーツの楽しさを知ってもらえたらいいなと思います。

運営経費

〇指導者謝金
〇事務局運営し
〇消耗品
〇検討委員謝金

活動の詳細

令和６年度実施アンケート「地域クラブ活動を楽しんでいますか」



13

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇令和６年度の利根町地域クラブ活動「すぽかるとね」では活動数

を12クラブ展開して活動を行った。部活動から同じ活動に参加でき

る，また，部活動とは違うクラブ活動に参加できるようにレクリエー

ション的に行った。

〇活動日は，月に２回程度隔週の土曜日を基本的に行い，参

加は事前にコミュニケーションアプリを使用し参加の有無を確認した。

コミュニケーションアプリを使用することで休みの連絡や活動の中止を

円滑に行うことができた。

取組の成果

今後の課題と対応方針

〇町内に中学校生徒数が令和６年度時点で生徒数が300名を下回っており，「すぽかるとね」の参加者も少ない状況となっている。

〇今後は，活動クラブ活動の縮小。また，今後は中学生だけではなく，小学生も参加できるような取り組みを検討する必要がある。

「すぽかるとね」に参加している種目は，部活動と 同じですか，違います

か？

「すぽかるとね」に参加する理由は何ですか
・令和６年度実施アンケート
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

〇活動場所を学校施設にすることで，中学生の安全の確保や活動による防音問

題を発生することなく実施することができた。

〇野球・サッカー・ソフトテニスなどは普段から学校部活動で使用している場所で活

動しており，参加者も活動しやすくなっている。

取組の成果

〇普段の生活場所及び部活動の場所と同じため，地域クラブと部活動が区別できていないこともあったため，さらなる事業趣旨の理解等が必要となって

くる。

〇学校での活動は，鍵などのセキュリティ問題や生徒の個人物の管理など注意が必要なものが多く，破損・紛失など問題が発生しないかなど注意が必

要である。

〇利根町地域クラブ活動「すぽかるとね」では，利根中学校の体育施設を中心に活動を実施した。令和６年度は，中学校体育館が改修工事の影響

で使用できなかったが，町内小学校や学校跡地の体育館を使用することで活動を行った。

体育施設を利用している様子
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

〇利根町の生徒数が減少しているため，活動クラブ数も検討する必要がある。今後

は中学生だけではなく，小学生もクラブに参加できるようにすることで参加者の増加を

見込むことができる。しかし，中学生と小学生では技術の差だったり，参加人数が増

加することで指導者の数が不足してしまう可能性がある。

●今後に向けて

〇地域クラブ活動を実施するにあたって，普段では

関わることがない地域の指導者に学ぶことで普段の学

校生活では経験することができない技術や専門知識

を知ることができたと思われる。

〇学校施設以外で活動することで，部活動とは違う

こと。また。地域指導者を地域住民に地域クラブ展

開を知ってもらえることができ，新しいコミュニティを作

ることができる。

〇利根町は中学校の生徒数が少なく，地域クラブに

参加する生徒も少ない。そのため，活動するクラブ数

を検討する必要がある。小学生の参加や参加してな

い中学生に活動内容の周知や興味を持ってもらうこと

が大切である。今後は参加者数の増加させるために

も検討が必要である。

〇今年度地域クラブ活動の展開を行って，部活動から地域クラブに展開していること

を理解してもらうことができたと思われる。

〇地域クラブ活動には部活動のように，引退は無く，３年生でも最後まで続けられ

るが，受験と勉強によって開始時期よりも最後の方は参加率が悪くなってしますことが

多かった。

〇競技によっては，参加者数が少なく中止となってしまうこともあった。中学校や検討

委員会と連携を図りながら，今後の活動数を決めていく必要がある。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●指導者の声●アンケート結果

指導者

〇感覚的指導論を取り入れ，わかりやすい野球を
指導目標として活動させていただきました。部 活動
以外の野球を楽しんでプレーしている姿，また部活で
の試合で活躍できたことがとても嬉しく思いました。

指導者

〇初めての指導で，迷いながらでしたが，中学生の
明るさで，楽しく過ごせました。

Q.来年度参加してみたい地域クラブ活動はありますか？(小学生)

Q.部活動から地域クラブへの展開に伴い指導者が学校の先生から地域の指
導者に代わることについてどう思いますか？(参加者保護者)

指導者

〇参加人数は少なかったものの，参加する子供たち
はバスケが好きなことはよくわかった。



17

参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果③

【バスケクラブ】 【バドミントンクラブ】

【ソフトテニスクラブ】 【野球クラブ】
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